
こころん
可児市社協
イメージキャラクター

「こころん」

 か
に

社協
だより

 か
に

社協
だより 195No.

令和２年 12月１日号

発　 行　社会福祉法人 可児市社会福祉協議会
住　 所 可児市今渡682番地1（可児市福祉センター内）
電　 話 0574-62-1555
ファクス 0574-62-5342
Ｅメール kanishisyakyo@crux.ocn.ne.jp

社協だより「音訳版CD」を希望される人は、ご連絡ください。
※「音訳版」は、ホームページ上でもお聞きいただけます。

ホームページ
http://www.kanishishakyo.or.jp

検索かにししゃきょう

4かに社協だよりは環境にやさしい再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

～「ふれあい・いきいきサロン」の再開を応援します‼～

令和2年度 第1回サロン研修会では、「サロンでできる感染
症予防」と題して、岐阜医療科学大学・大学院教授 橋本廣子氏
を講師に迎え、ご講義いただきました。
また、感染症予防の観点から会場を福祉センター、広見地区

センター、帷子地区センターの3か所に分けて開催し、41のサ
ロンが参加しました。

新型コロナウイルス感染症の影響で、再開が難しい状況にある「ふれあい・いきいきサロン」活動
に代わる活動として、日頃サロン活動をするボランティアがサロンの参加者宅へ訪問し、見守りを
する活動への助成金事業を新たに始めました。この活動を通じて、閉じこもりの予防や地域の支え
合いづくりにつながることを期待しています。

サロン研修会

見守り訪問活動助成金事業 日　時：毎月第 2・4水曜日　午前 10時～正午
場　所：平牧地区センター　２階　視聴覚室
参加費：100円

　10 月より平牧地区センターに開所しました。お茶を飲みながら、ゆったりとおしゃべりを楽しむ場
所です。絵画などの作品展示や楽しいイベントなども予定しています。
　感染症予防に努めながら開催しています。平牧地区以外の方も参加できますので、お気軽にお立ち寄
りください。

新設サロンのご紹介
▲研修会の様子

　当協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響により休止している「ふれあい・いきいき
サロン（地域交流の場）」の活動再開に向けて様々な支援を行っています。

事業実施期間
申請対象者

助 成 条 件

令和2年10月1日～令和3年2月28日
ふれあい・いきいきサロン
可児市社会福祉協議会に登録していること
県・市・地区社協等から見守り活動に対する助成を受けていないこと

ひと月あたり5,000円以内
ひと月あたり2,500円以内

助 成 内 容
及 び 金 額

「サロン・平牧」

日　時：令和３年１月 11日（月・祝）　午前 10時～午後０時 30分
場　所：可児市福祉センター　調理室
講　師：可児市赤十字奉仕団
定　員：10名

　もしもの時に役立つ防災食講座です。ハイゼックスという袋を使用してカレー
ライスを作ります。

「福祉ドキドキ・わくわく体験」参加者募集!!
1 ハイゼックスを使って防災食を作ろう！

2 チャレンジ！パラスポーツ～車いすテニス～

日　時：令和３年１月 11日（月・祝）　午後１時 30分～３時
場　所：可児市福祉センター　ホール
講　師：生田　政彦さん（車いすテニス選手）
定　員：20名

　パラリンピック種目の 1 つである車いすテニスを体験します。実際に体験す
れば、来年のパラリンピック観戦がもっと楽しくなるはず！

申込締切
申込方法

申　込　先

令和２年 12月 25日（金）　※申込多数の場合は、抽選とさせていただきます。
氏名、学校名（学年）、住所、電話番号、受講希望講座名を電話・ファクス・Eメールのい
ずれかの方法で下記（申込先）までお申込みください。
可児市社会福祉協議会（地域係）
☎62-1555　ファクス：62-5342　Eメール：kanishisyakyo@crux.ocn.ne.jp

問合せ先　可児市社会福祉協議会（地域係）　☎62-1555

サロンを自粛している場合1

サロンを開催している場合2

※①、②ともに、１件の訪問につき 100円以内で必要な金額を助成します。

❶自分自身が感染しないために、免疫力を向上させること
　●バランスの良い食事　●適度な運動　●十分な睡眠　など
❷基本的な予防策を徹底し、感染経路を断つこと
　●マスク着用　●手洗い　●消毒　●３密を避ける　など

皆さまも日々の生活の中で心がけましょう!!

感染症を予防するポイント

小学校
4・5・6年生
対象



今年も 12月に
ひとり暮らし高齢者の方へ
訪問活動を行います！

　令和２年９月11日から令和２年11月11日までに以下のみなさまから、ご寄付
いただきました。心からお礼申し上げます。（順不同、敬称略）

● 桜ケ丘　佐藤新聞店
● 郵便局長夫人会　可児部会

● 土屋伊都子　● 日下部そよ子
● 福住　尊眞　● 緑自治会

●ゆずります（11月11日現在）
・ シャワーチェア ・ シルバーカー
・ スリッパ ・ バスアーム
・ 紙おむつ等（未開封） ・ 差し込み便器
　

福祉用具の貸出し
　ケガなどの緊急時や外出時など一時的に福祉用
具の利用を必要とされる方に対して、車イスや入
浴補助用具などの福祉用具を貸出します。
対　象　者：市内在住者で在宅生活の方

　　　　　　（介護保険など公的なサービスが利
用できる場合は対象となりません）

貸出期間：1か月以内
利用料金：無料

福祉リフトカーの貸出し
　車イスで生活されている方や寝たきりの方などを対象に、福祉リフトカー「やすらぎ号」を貸出します。
対　象　者：市内在住者で、常時又は一時的に普通乗用車等への乗車が困難な方など

問合せ先：障がい者生活支援センターハーモニー　☎62-5231

心配ごと相談
　司法書士と民生児童委員が、市民のみなさまの日常生活における心配ごとの相談に応じます。
開　催　日：第 2・第４火曜日
時　　間：午後１時～４時（受付は午後 3時 30分まで）
場　　所：可児市福祉センター

問合せ先：生活サポートセンター　☎61-2525

赤十字の活動を支える、地域のボランティアが赤十字奉仕団です。
可児市では、昭和 54年に可児市赤十字奉仕団が創設されました。市内を 12で分けた分団で構成され、

現在 207名の団員が活動をしています。
災害時に備えての炊き出し訓練、献血活動のお手伝い、福祉施設訪問、地域のイベントへの参加など、

人と人とのつながりを大切に、広く地域に密着した活動を行っています。

可児市赤十字奉仕団の活動紹介

物　　　品 寄　付　金

▲炊き出し訓練の様子 ▲マスクの寄贈

　岐阜県共同募金会可児市支会では、市内の様々な事業所にご
協力いただき、赤い羽根募金箱や赤い羽根自動販売機を設置し
ています。
　気軽に参加していただける共同募金運動の仕組みです。ぜひ
ご協力をお願いいたします。

●赤い羽根募金箱：33事業所
一定期間または年間を通して、事業所内に募金箱を設置して
いただきます。
集まった募金は全額、共同募金会へ寄付されます。

●赤い羽根自動販売機：３事業所
事業所内外に自動販売機を設置していただきます。
売り上げの一部が飲料メーカーから共同募金会へ寄付され
ます。

赤い羽根共同募金に協力していただける
事業所を募集！！

可児市赤十字奉仕団では団員を募集しています！
　ボランティア活動に興味のある方、誰かのために活
動したい方、ぜひ一緒に活動しませんか。

問合せ先：日本赤十字社可児市地区　☎62-1555

問合せ先：岐阜県共同募金会可児市支会　☎62-1555

設置事業所数 令和２年 10月現在

▲赤い羽根募金箱

▲赤い羽根自動販売機

　みなさんからお寄せいただいた義援金は、日本赤十字社岐阜県支部を通じ被災地へ送られます。
みなさんのご協力ありがとうございました。

令和2年7月豪雨災害義援金（広域）
 金額119,560円 受付期間/令和2年12月28日まで
令和2年7月豪雨災害義援金（岐阜県）
 金額142,201円 受付期間/令和2年9月30日まで
令和元年台風第19号災害義援金
 金額955,526円 受付期間/令和3年3月31日まで
平成30年7月豪雨災害義援金
 金額475,421円 受付期間/令和3年6月30日まで

平成29年7月5日からの大雨災害義援金
 金額342,327円 受付期間/令和3年3月31日まで
平成28年熊本地震災害義援金
 金額3,727,131円 受付期間/令和3年3月31日まで
東日本大震災義援金
 金額30,046,349円 受付期間/令和3年3月31日まで

善意のこころ、次々と　～義援金のご報告～

令和２年11月11日現在

終
了
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❶自分自身が感染しないために、免疫力を向上させること
　●バランスの良い食事　●適度な運動　●十分な睡眠　など
❷基本的な予防策を徹底し、感染経路を断つこと
　●マスク着用　●手洗い　●消毒　●３密を避ける　など

皆さまも日々の生活の中で心がけましょう!!

感染症を予防するポイント

小学校
4・5・6年生
対象


